
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『としょかん日和
び よ り

』創刊号をお届けします。 

1990 年（平成 2年）から 2012 年（平成 24年）まで 49 号の『としょかんだより』が発刊され 

ていたのを覚えていらっしゃる方も多いかと思います。このたび、利用者の皆様と図書館との絆 

をなお一層深めていけたらとの想いからタイトルを『としょかん日和』と改題し、リニューアルしま 

した。中央図書館から発信される「気になる情報」にご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   はじめに、棚ごとに本の数    蔵書点検・探索端末を使って、IC タグを読み取ります。 

をかぞえ、数字を書いた紙を   読み取った資料と、所蔵のデータとを照らし合わせ、行方 

はさんでいきます。       不明の資料がないか調べていきます。 

 

                          迷子になっている資料を、捜索します。 

                           棚の奥に落ちていたり、違う分類の棚に 

                          あったりして意外な所から見つかること 

                          もあります。 

 

※ 必要な資料をきちんと手渡せるように、蔵書点検は図書館にとって欠くことのできない作業です。 

図書館の仕事 

 蔵書点検編 

～長期休館のお知らせ～ 

中央図書館は、蔵書点検のため 11 月 20 日(火)～11 月 29 日(木)の期間、休館します。 

本や CD など、図書館にはたくさんの資料があります。 

資料がどこにあるのか？状態はどうなっているのか？ 

などなど、確認をするために年に 1 回蔵書点検を行って

います。今回は、その作業をご紹介します。 
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CD『Sweets Wonderland』 

世界的な人気パティシエ / ショコラティエ、小山進

のスイーツと音楽が奇跡のコラボ！ 

スイーツにインスパイアされてつくられた音楽と

は?! 

 

美味
お い

しい秋
あき

 

『カレーの教科書』石倉ヒロユキ 編 岩崎書店 

世界のカレーと日本のカレーの違い、昔のカレーの作り方など、

カレーについての様々なことが書かれた「教科書」です。 

カレーの作り方だけでなくカレールーの作り方も。 

子供向けの本ですが、大人も充分楽しめます。 
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『おきりこみと焼き饅頭 群馬の粉もの文化』

横田雅博 著 農山漁村文化協会 

郷土食「おきりこみ」が、2014（平成 26）年群馬県の 

選択無形民俗文化財に登録されました。 

群馬の食文化を彩る「粉もの」料理について、地域の風習

や特色をまじえてさまざまな角度から紹介しています。 
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『日本の有平糖』 石川久行 著 グラフィック社 

戦国の世にポルトガルより伝えられた南蛮菓子の 1 つ、有平糖。 

この有平糖を、日本の菓子職人たちは独自に進化させてきました。 

可憐で愛らしく、また美しい飴菓子は目にも美味しいひと粒です。 

高崎の老舗「鉢の木七冨久」の飴菓子とその作業工程を豊富な写真

で楽しめる１冊です。 

『歴史のかげに美食あり』 黒岩比佐江子・著 講談社 

 近代日本を左右した大事件の交渉の、接待の、あるいは密談の

テーブルの上には、どんな料理が並んでいたのでしょう。 

幕末から明治末期までの半世紀、日本が大きく変わったその 

時期に起きた事件を、饗応のメニューから読み解きます。 

DVD『くもりときどきミートボール』（2009 年・アメリカ） 

[監督] フィル・ロード クリストファー・ミラー 

[声の出演] ビル・ヘイダー（梯篤司） アンナ・ファリス（甲斐田裕子） 

[ストーリー] 

フリントは、水を好きな食べものに変える“食べものマシーン”を発明

する。コップの水がミートボールやチーズバーガーに変わり、変人扱い

だったフリントは街のヒーローとなるが…。 

 

高崎周辺農村では畑作や水田裏作による

小麦栽培が盛んだったので、食卓にはウド

ン・オキリコミ・スイトンがあり、間食には

焼餅、農休みには饅頭を作って労をねぎらう

などの風習がありました。 

小麦産地ならではの高崎には、大正から平

成初期にかけて二つの製粉工場が操業して

いました。一つは市立東小学校に隣接してい

た日清製粉高崎工場（弓町）で、現在ではマ

ンションになっています。もう一つは日本製

粉高崎工場(下和田町) で、その跡地は昨年 4

月に開館した「高崎アリーナ」（体育館）です。 

高崎市史 

マメ知識 

CD・DVD DVD『しあわせのパン』（2011 年・日本） 

[監督] 三島有紀子[出演] 原田知世 大泉洋 

[ストーリー] 

りえと尚は、北海道でパンカフェ「マーニ」を開店する。「マーニ」には、それぞ

れ何かしらの事情を抱えた客たちが店を訪れるものの、帰りには不思議とみんな心

が軽くなっているのだった。北海道の豊かな食材で作られた食事が起こす小さな奇

跡が胸に染みる。 

一般書 

『浮世絵に見る江戸の食卓』 

林綾野 著 美術出版社  

食に関する浮世絵から、当時

の食事情を紐解きます。文献

をもとに料理を再現。レシピ

もついています。 

『ぐつぐつお鍋』  

河出書房新社 

 少し肌寒いくらいの気温になって

きたら、鍋の季節の到来です。 

家族や友達とわいわい賑やかに、

身も心も温まることができます。 

そんなおいしくて温かい鍋にまつ

わる著名人のエッセイを集めた一

冊です。 

『上州すき焼き鍋の秘密』 倉阪鬼一郎 著 宝島社 

上州見廻りの任についた八州廻りの藤掛右京は、上州牛のすき焼き鍋

の供応を受ける。獣肉を忌み嫌うこの時代にひそかに伝わるすき焼き

鍋は、真田信之と井伊直政に由来するのだという。 

その秘密に気づいた右京は、凶賊捕縛に立ち上がる！ 

 地域資料 

『大江戸妖怪かわら版』シリーズ（全７巻）香月日輪 著 理論社 

 江戸によく似た街並みだけれど、そこに住んでいるのは龍や天女、化け狐な

ど妖怪ばかりの魔都・大江戸。そんな大江戸で暮らすたった一人の人間・雀

の物語。 

 一人で暮らす雀のお腹を満たすのは、ご近所からのお裾分けや飯処うさ屋の

料理。ところどころに出てくる美味しそうな料理も魅力的なシリーズです。 

 児童書 

秋といえば、食欲の秋。そしてもちろん読書の秋。 

美味しいものが載っている本といえば、料理のレシピ本はもちろんです

が、様々なジャンルの本に美味しいものを発見することができます。 

図書館で食欲と読書、ふたつの秋を楽しんでみませんか。 
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東日本大震災で世の中が騒然としていた 2011（平成 23）年４月に、現

在の中央図書館は開館しました。震災発生からオープンまでの３週間ほど

の間、夜間に大きな余震が来る度に、自転車で十分ほどの自宅から建物

の様子を見に来ていました。 

建物は最新の免震構造で建設されたので、被害はなく無事引越しを終えて開館しました。この建物は大規模

災害等を想定し、72 時間の自家発電施設も有しています。 

あれから７年が経ちましたが、日頃はネオン眩しき中心市街地が、計画停電で漆黒の闇に包まれ、懐中電灯

の細い灯りを頼りに家路を急いだことが思い出されます。 

さて図書館今昔ですので、まずは 1910（明治 43）年、本町に設置された初代図書館から話を始めましょう。 

この建物は「春靄館（しゅんあいかん）」といい、現在の高崎線

開通の際、明治天皇の行在所（あんざいしょ）として建設されたも

のでしたが、天皇は駅構内から直接帰京されたため、「幻の行在

所」と言われました。 

その後は集会所や米穀取引所などとして使われ、また、県立

高崎女子高校の前身である群馬県高等女学校は、この建物を仮

校舎として開学され、後に末広町に移転しました。 

時代は下って４代目、末広町にあった図書館は、高崎女子高校が末広町から稲荷町に移転後、その旧校舎

を改築したものです。図書館と「高女」には歴史的な縁があったのですね。 

さて、初代の図書館は 1935（昭和 10）年まで使われていました。 

時代を反映して閲覧室も男女別でした。この図書館を記憶されている方 

がいらっしゃるとすれば、恐らく 90 歳以上の方ではないかと思います。 

次回は、戦前・戦中・戦後の激動期に開館し、時代の波に翻弄された 

２代目図書館の話をしたいと思います。（第２回に続く） 

著：高崎市立中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代の図書館「春靄館」 

男子閲覧室 

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
体育の日

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
文化の日

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24
勤労感謝の日

25 26 27 28 29 30

12月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29
天皇誕生日振替休日

30 31

1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
元日

6 7 8 9 10 11 12
 

13 14 15 16 17 18 19
 成人の日

20 21 22 23 24 25 26
  

27 28 29 30 31

 

開館時間 

火曜～金曜：  10 時～20 時 

土日祝日・月曜：10 時～17 時 

休館日 

 毎月最終水曜日 

※ 11/20-29 は蔵書点検のため休館 

※ 12/28-1/4 は年末年始のため 

休館 

中央図書館カレンダー 

https://4.bp.blogspot.com/-81zWau2UMXI/WtRyqtW5CSI/AAAAAAABLgo/oXLhBORbiN4AvvDid9AnfdXnd5IQDmcQQCLcBGAs/s800/book_watoji.png
http://4.bp.blogspot.com/-Ky1cvFp8PW8/VMItjouDJvI/AAAAAAAAqvM/E0y79Jlz8Wg/s800/line_book.png

